
コロナ禍を禍に終わらせないために・・・
差別を生まないために、これまでも、「いじめや差別は絶対にしてはいけない」ことを繰り返し指導してき

ています。しかし、世の中からいじめや差別を完全になくしてしまうことはとても難しいことです。それでも、

上野原小学校の子どもたちと共に、みんなが安心して学ぶことのできる学校を作りたいと思っています。今、

先生方は子どもたちにとって大切な教育活動をどのようにして提供していくか日々悩み、相談し、具体策を

講じています。これまでにない社会の状況の中でみんなで知恵を絞っています。

2 学期が始まりました。様々な校外学習、移動教室、運動会、修学旅行などが予定されています。これらは

みな、子どもたちに付けるべき力を育てるための貴重な機会です。何とかしてこうした活動を安心して実施

するために、市教委の指導を受け、できうる限りの対策を検討しています。PTA の奉仕作業も 2学期を安心

安全にスタートするためのリスク回避策として役員さんとも相談し、やむを得ず中止とさせていただきまし

た。これ以外の事柄についても、北海道から沖縄まで、様々な地域の状況や対策などの情報も収集し、共有

し、上野原の地域の子どもたちにとって最善と思われる対策を講じようと努力しています。

どんなことにも様々な思いを抱かれる方たちがいます。そのすべての方たちの思いもしっかりと受け止

めながら、子どもたちのためを最優先に考え進んでいきたいと思っています。学校でも、できうる限りの対

策を講じていくつもりですが、コロナウイルスの感染状況が厳しい中、今後様々な行事の延期、内容の見直

し、中止も含めた対応をとらなければならない事態も想定しています。行事の当日になって中止をせざるを

得ない状況もあり得ると思っています。しかし、そのときに誰かのせいで実施できなくなったと非難するよ

うなことだけは何としても防がなければならないと考えています。

今の状況を考えれば誰にでも起こりうることです。そうした困難な状況になったとき、みんなで理解し合

い、よりよい方向をめざしていくことができたなら、それは行事を実施する以上に意味のあることかもしれ

ません。先を見とおすことは極めて困難です。だからこそ我々職員はみんなで知恵を絞って乗り越えるため

に最善を尽くしたいと考えています。保護者や地域の皆様にもいろいろなお考えがあることと思います。子

どもたちのために是非力を貸してください。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

▲３密を避け校舎に入る子どもたち･･･ ▲これまで以上のリスク回避を呼びかけています

※コロナ対策や子どもたちの様子はホームページにも掲載しています。ご覧いただきご理解とご協力を

お願いいたします。

☆☆☆☆☆「どうしたらよくなるか考え行動する」☆☆☆☆☆ 第 10号
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